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C 6192-1：2025 (ISO 11146-1：2021) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業大

臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

  

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 C 6192-1：2025 
 (ISO 11146-1：2021) 

レーザ及びレーザ関連機器－レーザ光のビーム幅，

ビーム広がり角及びビーム伝搬比の試験方法－ 

第 1 部：無収差ビーム及び単純非点収差ビーム 

Lasers and laser-related equipment- 

Test methods for laser beam widths, divergence angles and beam 

propagation ratios-Part 1: Stigmatic and simple astigmatic beams 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 2 版として発行された ISO 11146-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，附属書 JA 及び附属書 JB は，対応国際規格にはない事項である。また，点線の下線

を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

レーザビームの伝搬特性は，10 個の独立したパラメータによる 2 次モーメントで特徴付けることが可能

である（ISO/TR 11146-3 を参照）。ただし，ほとんどのレーザビームは，対称性が高いため，必要なパラメ

ータは少なくて済む。実際に使用されているほとんどのレーザは，無収差のビーム又は単純非点収差のビ

ームを放射するように共振器が設計されている。 

この規格では，無収差のビーム及び単純非点収差ビームの試験方法を記載している。一方，JIS C 6192-

2 では，一般非点収差ビームの試験方法を扱う。形の分からないビームには，JIS C 6192-2 の方法が適用さ

れる。この規格及び JIS C 6192-2 の両方の部で記載されている 2 次モーメントの方法に基づくビームの特

性評価は，近軸近似範囲内だけで有効である。 

ビームの特性評価及び伝搬並びにレーザビームの分類の理論的説明は，技術報告書である ISO/TR 11146-

3 に記載されており，暗雑音除去及びオフセット補正の手順が説明されている（附属書 JA 参照）。 

この規格では，放射パワー（エネルギー）密度分布の 2 次モーメントがビーム幅の決定に使用される。

ただし，一部のレーザ光源のビームでは，これらの量の直接測定で問題が発生する場合がある。この場合，

同等の結果が達成可能である限り，他の間接的な 2 次モーメント測定方法を使用することが可能である。 

ISO/TR 11146-3 では，ビーム幅測定の三つの代替方法と，この規格で使用されている方法との相関関係

が説明されている（附属書 JB 参照）。これらの方法は，次のとおり。 

－ 可変開口方式 

－ 移動ナイフエッジ方式 

－ 移動スリット方式 


